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衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一
君
提
出
徳
山
ダ
ム
に
係
る
木
曽
川
連
絡
導
水
路
事
業
の
目
的
と
効
果
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
に
つ
い
て

木
曽
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
に
定
め
る
主
要
な
地
点
に
お
け
る
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
必
要

な
流
量
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
点
を
ど
こ
に
す
る
か
を
含
め
、
検
討
中
で
あ
る
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

渇
水
は
、
洪
水
と
異
な
り
、
降
雨
量
の
み
な
ら
ず
水
利
使
用
の
量
に
よ
っ
て
も
そ
の
発
生
の
頻
度
や
被
害
の
程
度
が
変
わ

る
も
の
で
あ
り
、
被
害
が
生
じ
る
期
間
も
一
定
で
は
な
く
、
被
害
の
評
価
手
法
も
一
律
で
は
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
個
々

の
渇
水
に
つ
い
て
統
計
学
上
の
発
生
確
率
を
計
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
そ
の
規
模
の
渇
水
の
発
生
確
率
」

に
つ
い
て
は
、
計
算
し
て
い
な
い
。

二
の
（
二
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
一
九
九
四
年
の
渇
水
の
際
の
木
曽
川
で
の
河
川
環
境
被
害
」
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
長

が
平
成
十
九
年
五
月
七
日
に
開
示
決
定
し
た
「
平
成
�
年
度
渇
水
に
お
け
る
河
川
環
境
調
査
の
資
料
」
及
び
「
Ｈ
�
年
度
渇

一



水
に
関
す
る
河
川
環
境
の
追
跡
調
査
の
資
料
」
以
外
に
、
お
尋
ね
の
「
深
刻
な
環
境
被
害
を
窺
わ
せ
る
資
料
」
は
存
在
し
な

い
。

二
の
（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
徳
山
ダ
ム
か
ら
、
異
常
渇
水
時
に
導
水
路
に
よ
り
一
級
河
川
木
曽
川
水
系
木
曽
川
（
以
下

「
木
曽
川
」
と
い
う
。
）
に
緊
急
水
を
補
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
曽
川
の
河
川
環
境
の
改
善
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

か
に
つ
い
て
定
量
的
に
把
握
す
る
た
め
、
平
成
十
八
年
度
及
び
平
成
十
九
年
度
の
予
算
に
お
い
て
措
置
さ
れ
た
木
曽
川
水
系

連
絡
導
水
路
事
業
（
以
下
「
導
水
路
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
調
査
費
に
よ
り
、
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
調
査
、
現
在
行
っ
て
い
る
調
査
等
の
結
果
に
お
け
る
流
量
、
水
質
等
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
効

果
の
定
量
的
な
把
握
は
十
分
可
能
と
考
え
て
い
る
。
御
指
摘
の
五
月
七
日
付
け
の
中
部
地
方
整
備
局
長
の
通
知
の
と
お
り
、

「
一
九
九
四
年
渇
水
時
の
木
曽
川
（
特
に
犬
山
頭
首
工
よ
り
下
流
）
の
環
境
被
害
軽
減
対
策
の
検
討
に
係
る
資
料
」
は
、
存

在
し
な
い
。

当
該
調
査
費
は
、
予
算
歳
出
費
目
「
直
轄
河
川
総
合
開
発
事
業
費
」
の
「
測
量
及
び
試
験
費
」
と
し
て
措
置
さ
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
当
該
調
査
費
に
よ
り
、
測
量
、
水
文
・
水
質
観
測
、
環
境
調
査
、
施
設
設
計
等
を
行
っ
て
お
り
、

二



こ
れ
ら
の
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、
お
尋
ね
の
「
河
川
環
境
被
害
の
軽
減
効
果
の
具
体
的
な
予
測
及
び
当
該
事
業

の
必
要
性
・
妥
当
性
」
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

当
該
緊
急
水
の
補
給
に
よ
り
、
木
曽
川
の
流
量
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
木
曽
川
の
河
川
環
境
の
改
善
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
十
八
年
度
及
び
平
成
十
九
年
度
の
予
算
に
お
い
て
当
該
調
査
費
が
措
置
さ

れ
た
こ
と
は
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て

導
水
路
事
業
の
費
用
便
益
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
異
常
渇
水
時
に
、
徳
山
ダ
ム
に
貯
留
さ
れ
て
い
る
緊
急
水
を
導
水
路
に

よ
り
木
曽
川
に
補
給
す
る
こ
と
等
に
よ
り
得
ら
れ
る
便
益
を
金
額
と
し
て
算
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
同
等
の
効
用
を

得
る
た
め
に
代
替
す
る
施
設
を
建
設
し
た
場
合
の
費
用
（
以
下
「
身
替
わ
り
建
設
費
」
と
い
う
。
）
を
算
出
し
、
当
該
便
益

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
便
益
の
算
出
手
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
（
三
）
に
つ
い
て

徳
山
ダ
ム
に
係
る
費
用
便
益
分
析
に
お
い
て
は
、
異
常
渇
水
時
に
木
曽
川
に
補
給
す
る
緊
急
水
を
徳
山
ダ
ム
に
貯
留
す
る

こ
と
等
に
よ
り
得
ら
れ
る
便
益
に
つ
い
て
身
替
わ
り
建
設
費
を
算
出
し
、
便
益
に
計
上
し
て
お
り
、
一
方
で
、
導
水
路
事
業

三



に
係
る
費
用
便
益
分
析
に
お
い
て
は
、
異
常
渇
水
時
に
、
徳
山
ダ
ム
に
貯
留
さ
れ
て
い
る
緊
急
水
を
導
水
路
に
よ
り
木
曽
川

に
補
給
す
る
こ
と
等
に
よ
り
得
ら
れ
る
便
益
に
つ
い
て
身
替
わ
り
建
設
費
を
算
出
し
、
便
益
に
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

導
水
路
事
業
に
も
、
御
指
摘
の
「
便
益
（
効
果
）
」
は
存
在
し
て
い
る
。

三
の
（
四
）
に
つ
い
て

木
曽
川
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
に
、
瀬
切
れ
を
起
こ
す
等
他
の
同
規
模
の
河
川
に
は
見
ら
れ
な
い
渇
水
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
二
の
（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
導
水
路
事
業
の
た
め
の
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

四
の
（
一
）
及
び
（
二
）
の
�
に
つ
い
て

導
水
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
計
画
が
確
定
し
た
段
階
で
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に

基
づ
く
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
の
（
二
）
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
掘
削
残
土
が
環
境
に
与
え
た
影
響
」
が
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
お
尋
ね
の
「
こ
れ
ま

で
の
事
例
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四



四
の
（
二
）
の
�
に
つ
い
て

導
水
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
生
態
系
へ
の
影
響
も
含
め
、
水
質
、
動
植
物
、
地
下
水
等
の
環
境
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
門
松
政
府
参
考
人
答
弁
」
は
、
平
成
六
年
の
木
曽
川
の
渇
水
時
に
お
け
る
被
害
の
具
体
的
な
例
を
説
明
し
た

も
の
で
あ
り
、
導
水
路
事
業
の
目
的
を
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
。

導
水
路
事
業
は
、
異
常
渇
水
時
に
木
曽
川
及
び
一
級
河
川
木
曽
川
水
系
長
良
川
（
以
下
「
長
良
川
」
と
い
う
。
）
に
緊
急

水
を
補
給
す
る
こ
と
に
よ
る
木
曽
川
及
び
長
良
川
の
河
川
環
境
の
改
善
等
並
び
に
木
曽
川
に
お
け
る
新
規
利
水
の
補
給
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
異
常
渇
水
時
に
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
五
十
三
条
の
規
定
に
基
づ

く
水
利
使
用
の
調
整
等
に
よ
り
、
緊
急
水
が
水
道
用
水
等
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
木
曽
川
へ
補
給
さ
れ
る
緊

急
水
を
水
道
用
水
又
は
工
業
用
水
と
し
て
特
定
の
水
利
使
用
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、
導
水
路
事

業
の
建
設
費
の
う
ち
、
異
常
渇
水
時
の
緊
急
水
の
補
給
に
係
る
部
分
を
公
費
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
は
、
御
指
摘
の
「
公
営

企
業
会
計
の
原
則
」
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

五


